
































































































肩 の 凝 ら な い 算 数 雑 話 （雑 誌 「東 洋 」 連 載 ）
（1） 算 数 とい う こ とば に つ い て
（2）ト
ノ数
え る とい う としと ∧… …=…… … ………　 …＼万
（3卜 ど の く ら い 数 え ら れ るか　　　 … …… ’
（4） 巨 大 な 数 と微 小 な数 ……………　 … … …1
㈲ し無 限 べ の挑 戦　　 ……、　　　 … …
（6） バ ラ モ ン の塔 犬　　　　　 ノ　 六十
（7） 無 限 へ の挑 戦 ニ（つ づ き） 丿　　 …
…
（8)   =ツ ェ ノ ソ の逆 理　　　　　　 … … …
（9） 棟 梁 の 算 数































指 で 数 え る2
進 数 と 易 経
桜 木 の
ユ
目 付 字 と は　
し　
へ　　・　・　 －　　　　　I　 ・　　■　k　　　　 ・　　 ・
智 慧 の 輪 と2 進 数












昭 和45 年7 月
‥‥　‥8,9月
















吉 田兼 好 とし『継子立 』づ　　 コ．
関 学和 と算 脱り 法 ………= 十∇<宍
柳亭 種彦 と『盗人隠 』ノ＼…… …
プ ラス・ マイ ナス今 と昔り 物語










本号は，昭和55年3 月に本学を退任 された 藤森良夫 先生 の御退任 記念 の意味を含 め
て編集された ものであ ります。先生は，昭和36 年9 月に当 時の経 済学部教授に就 任さ
れて以来， また昭和41 年4 月以降は， 経営学 部教授として，18年 余の長 きにわた り，
本学に在職されました。 この間，先生は学 部,∇大学 院にお いて， 経営数学，商業数 学，
応 用推計学，そ の他の講義を担当され まし た。先生の研究 ・教育に。対す る理念は√先
生 の数学教育の中に示 されてお りに実 践レベルにおけ る研究・教育 とし て考え るとこ
ろにあ るように思 われます。一方，慈 父のごとく，清廉 な先生であ るとの印象は， わ
れわれ先生 と接した学生， 教員のいつ わらざ る気持であ ります。現在， 先生は，実践
的 数学教育 の確立に大 きな理想 と野望を もってお られ ます 。いつ までもお元気で。先
生 の新しい研究・教育 の御発展を心 からお祈 りしてい ます。　
なお，前記 の略歴 ・著作 目録は，藤 森良夫先 生からいただいた資料を もとに小椋が
作成した ものであ ります。前記以外に，先 生には数多 くの教育上 の著作がござい ます
が， 割愛させていただ きました。　　　　　　　　　　 ＼　　　　 （小椋康宏記 ）
